
シングルマザーと
孤独孤立について

しんぐるまざあず・ふぉーらむ理事長
赤石千衣子



しんぐるまざあず・ふぉーら
むのビジョン

シングルマザーと子どもた
ちが生き生きくらせる社会
を実現します

ママを応援し社会で活躍できる

支援を行います
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しんぐるまざあず・ふぉーら
むの事業

•キャリア支援プログラム「未来への扉」
•オフィスワーク就労支援「明日に花咲く」
• ITスキル支援プログラム「わたし耀く」

就労支援事業

•電話メール相談
•グループ相談会
•食料支援

相談事業

•当事者向け法律講座、エンパワメントセミナー
•支援者養成講座セミナー事業

子育てシングル応援サイト｜イーヨ
教育費サポートブック情報発信事業

•新入学お祝い金事業
•親子のイベント
•政策提言

子育て支援事業
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ひとり親世帯の現状

ひとり親世帯数 30年間で母子世帯は１.5倍、た
だし、最近5年間は減少

• 母子世帯数 84.9万世帯⇒123.2万世帯

• 同居者あり38.7%

• 父子世帯数 17.3万世帯⇒18.7万世帯

• 同居者あり55.6％

ひとり親になった理由 離婚80%
未婚の母 8.7%、死別8%

平成28年度全国ひとり親世帯等調査結果より
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就業状況 ひとり親の現状

〇就業率は高い…が
母子世帯の母 81.8％ 父子世帯85.4%
（非正規雇用 43.8%）

（海外のひとり親家庭の就業率）アメリカ（66.4%）、イギリス（52.7%）、フランス
(68.8%）、イタリア（71.6%）、オランダ（74.2%）、ドイツ（64.9%）、日本（85.9%）
ＯＥＣＤ平均（66.5%）（出典）OECD Family databaseより（2011年の数値。日本の数値
は2007年）

〇年間就労収入は低い
母子世帯の母 200万円 父子世帯の父 398万円
子どものいる世帯の平均収入 707.8万円と比較すると
母子世帯収入 348万円 49.2% 父子世帯収入 455万円 81.0%

平成28年度全国ひとり親世帯等調査結果より
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ひとり親世帯の現状 養育費・面会交流

母子世帯 父子世帯
養育費の取り決
め率 42.9% 20.8%
養育費の受け取
り率 24.3% 3.2%
面会交流の取り
決め率 24.1% 27.3%
面会交流の実施
率 29.8% 45.5%

養育費は取得率が母子世帯で約5ポイント上昇。面会交流
率など全体に上昇、面会交流率のほうが養育費取り決め率
より高い。

平成28年度全国ひとり親世帯等調査結果より
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コロナ期：特にサービス職・販売
職・生産工程職などが影響を受け
た

事務職 （n=517） 39.1%
サービス職 （n=336） 63.1%
専門職・技術職 （n=224） 36.2%
販売職 （n=139） 55.4%
生産工程職 （n=94） 57.4%
運搬・清掃・包装等従事者 （n=35） 45.7%

表：新型コロナウイルス感染症にかかわる自身の雇用や収
入への影響として「収入の減少」があった割合（職業別）

「新型コロナウイルス深刻化する母子世帯のくらし～1800人の実態調査・速報～」
8/28/2020 認定NPO法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ＆シングルマザー調査プロジェクト
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収入減により食費を削るシングルマザー
が増え、子どもに影響があった

55.3%

23.4%

36.2%
54.0%

37.6%

49.9%

20.1%

18.2%

14.8%

野菜を食べる量が減った

肉を食べる量が減った

魚を食べる量が減った

インスタント食品を食べる量が増えた

菓子パンを食べる量が増えた

炭水化物（米・パン・麺）だけの食事が増えた

お菓子やおやつを食事の代わりにすることが増えた

1日の食事の回数が減った

1回の食事の量が減った

「新型コロナウイルス深刻化する母子世帯のくらし～1800人の実態調査・速報～」
8/28/2020 認定NPO法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ＆シングルマザー調査プロジェクト
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日本におけるシングルマザー_
１
• 就労率が高いが就労収入が低い

→お金がない、時間がない

友人、知人とつきあう時間、お金の余裕がない

情報をとりにいく時間がない

• インターネットには正しい情報があるとは限らない

ネットの情報にふりまわされやすい

→自分と子どもににかかわる情報でも正しい情報が得にく
い

例：「中学のときの奨学金の学校推薦がもらえず奨学金
がもらえなかった。だから大学に入っても奨学金はもらえな
いのだろう」
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日本におけるシングルマザー
_2
• 出現率はそれほど高くない

→少数派である（学校、保育園、幼稚園、職場）

→同じ立場の人と出会ったことがない

→自分がシングルマザーであることをカムアウ

トしにくい →孤立

• DV被害を受けて離婚している親子が３～4割
自分の事情を人に言うことは危険

知人親族に理解してもらえない（「いい旦那さんでＤＶ
をふるうようには見えないわ」）

メンタルヘルスの悪化

→孤立
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日本におけるシングルマザー
_3
• 自己尊重感を奪われて生きづらくなっている

「わたしがダメだから」

「わたしの努力が足りなかったから」

「子どもに申し訳ない」

「子どもが後ろ指さされてはいけない！」

（だからしつけなきゃ）

• 心身の健康度が高くない
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日本におけるシングルマザー
_4
• 自己責任だから（離婚を選んだのは自分だから
自分ひとりでがんばるべき）

助けをもとめてはいけない

相談先は親族知人で公的な相談窓口ではない

「ほんとうに自立している人というのは助けて
と言える人だよ」

「助けてもらったら恩送りしてね」
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